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○ 取扱い 

1 処置・手術の算定がない患者における、次の傷病名等に対する D000 

尿中一般物質定性半定量検査時の時間外緊急院内検査加算の算定は、原

則として認められる。 

 ⑴ 急性腹症 

 ⑵ 血尿 

2 処置・手術の算定がない患者における、D012「22」インフルエンザウ

イルス抗原定性時の時間外緊急院内検査加算の算定は、原則として認め

られる。 

 

○ 取扱いの根拠 

 時間外緊急院内検査加算は、厚生労働省通知※に医師が緊急に検体検査

の必要性を認め、当該保険医療機関において、当該保険医療機関の従事者

が当該保険医療機関内に具備されている検査機器等を用いて当該検体検

査を実施した場合に限り算定できるとされており、緊急の場合とは、直ち

に何らかの処置・手術等が必要である重篤な患者について、通常の診察の

みでは的確な診断が困難であり、かつ、通常の検査体制が整うまで検査の

実施を見合わせることができないような場合とされている。 

 上記通知では、必ずしも当該レセプトに処置、手術が算定されているこ

とが要件とはされておらず、処置・手術の算定がない場合であっても、医

師が緊急に検体検査を行う必要性があると判断した場合においては、本加

算の算定は妥当と考えられる。 

 尿中一般物質定性半定量検査は、腎・泌尿器系疾患のスクリーニングに

用いられる最も基本的な検査で、疾患の早期発見や治療効果を調べる検査

である。 

 急性腹症は、急激に発症した腹痛で病態や原因疾患も多種多様であり、

緊急手術を含む迅速な対応が必要である。 

 血尿は、尿路（腎臓、尿管、膀胱、尿道）や前立腺の感染症や悪性腫瘍

等、迅速な対応を必要とする様々な疾患の症状として出現する。 

 インフルエンザは、潜伏期間が短く感染力が強いため，迅速な対応が必



要であり、インフルエンザウイルス抗原検査等により迅速に診断し、速や

かに抗インフルエンザ薬治療の要否を決定することが肝要である。 

 以上のことから、上記 1、2 の処置・手術の算定がない患者における時

間外緊急院内検査加算の算定は、原則として認められると判断した。 

 

（※）診療報酬の算定方法の一部改正に伴う実施上の留意事項について 

 


